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藁
　
　
　
．
。
’
置
’

農
繍
麟
姦
難
内

　
農
業
用
軽
油
に
対
す
る
免
税

証
の
交
付
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
忘
れ

ず
に
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

★
日
時
　
三
月
二
十
三
日
㈹

　
午
前
十
時
～
午
後
四
時

★
会
場
　
役
場
議
場

★
必
要
書
類

　
①
印
鑑
（
共
同
申
請
の
場
合

　
は
全
員
の
印
鑑
）

　
②
免
税
軽
油
使
用
者
証

　
③
耕
作
面
積
証
明
書
（
農
業

　
委
員
会
で
発
行
）

　
④
使
用
機
械
の
証
明
書
（
税

　
務
課
）

★
そ
の
他

　
詳
し
く
は
、
十
日
町
財
務
事

務
所
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
雪
五
七
ー
五
五
一
一
）

・
轟難難

響
集

★
募
集
人
員
，
十
日
町
市
、
中

魚
沼
郡
の
小
学
四
年
～
中
学
校

三
年
ま
で
の
生
徒
八
十
人
程
度

★
活
動
場
所
　
十
日
町
市
立
理

科
教
育
セ
ン
タ
ー
（
十
日
町
中

学
校
内
）

★
活
動
日
　
四
～
十
一
月
、
隔

週
土
、
日
曜
日
を
原
則
と
す
る

★
活
動
内
容
　
基
礎
工
作
課
程

ア
イ
デ
ィ
ア
工
作
課
程
、
特
別

活
動

★
参
加
料
　
無
料
で
す
。
た
だ

し
教
材
費
、
傷
害
保
険
料
は
負

担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

★
申
込
み
　
所
属
の
学
校
へ
三

月
十
五
日
ま
で
に
申
込
み
く
だ

　
あ
　
の

さ
㌧　

ム
殺
墾
募
集

　
十
日
町
市
高
等
職
業
訓
練
校

で
は
、
次
の
通
り
訓
練
生
を
募

集
し
ま
す
。

★
募
集
科
・
人
員
・
期
間

建
築
科
二
十
人
三
力
年

建
築
製
図
科
三
十
人
六
カ
月

和
文
タ
イ
プ
科
二
十
人
六
カ
月

経
理
事
務
科
三
十
人
六
カ
月

造
　
園
　
科
三
十
人
三
カ
月

建
設
科
（
予
定
）
三
十
人
三
カ
月

配
管
科
（
予
定
）
二
十
人
三
カ
月

　
募
集
科
に
よ
っ
て
昼
間
訓
練

夜
間
訓
練
に
分
か
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
十
日
町
職
業
訓

練
校
ま
で
（
五
二
ー
三
八
〇
三
）

県
愚
欝
慰
粥
轟
渚
縣
募
集

★
受
験
資
格
　
大
学
既
卒
者

★
採
用
予
定
人
員
約
二
十
五
人

★
受
付
期
間
　
四
月
九
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
日

★
第
一
次
試
験
　
五
月
二
十
日
㈲

★
第
二
次
試
験
　
六
月
中
旬

★
試
験
会
場
　
新
潟
中
央
警
察
署

★
採
用
月
日
　
八
月
一
日

　
詳
し
く
は
、
十
日
町
警
察
署

へ
（
君
五
二
ー
三
一
七
一
）

ス
器
猫
劣
獲
菰
謬

　
　
　
暴
め
憾
襲
膜
穫
て

　
県
で
は
、
ス
パ
イ
タ
タ
イ
ヤ

の
使
用
に
伴
う
道
路
の
損
耗
や

蜘
へ
》
ド
添
ン
ば
い
ー

し
Z
る
と

難
恥
じ
な
る
ん

ぢ
ッ
て

　
　
　
，
○

㊤
　
　
ノ

　
＼
、
¢

耳
ザ
わ
う
く

な
う
よ
ー
フ
ー
．

　
づ

　
　
鼠
）
♂

憲
・

　
　
　
α

耳
姻
わ
る
く

な
？
仏
ら

ど
、
す
ん
り
．

生
活
環
境
に
対
す
る
影
響
が
心

配
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
「
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
不
使
用
に
関
す

る
実
施
要
網
」
を
制
定
し
、
そ

の
趣
旨
の
周
知
徹
底
に
努
め
て

き
ま
し
た
。

　
春
先
き
の
ス
パ
イ
タ
タ
イ
ヤ

の
装
着
の
必
要
が
な
く
な
る
時

期
に
は
、
直
ち
に
夏
タ
イ
ヤ
に

交
換
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
輪
隊
貫
媒
集

★
応
募
資
格

　
採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
で

十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満
で

日
本
国
籍
を
有
す
る
人
。
中
学

校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る

人
で
自
衛
隊
法
に
よ
る
欠
格
条

項
に
該
当
し
な
い
人
。

★
試
験
科
目

　
筆
記
試
験
（
国
語
（
作
文
を

含
む
）
数
学
、
社
会
）

　
身
体
検
査
、
適
正
検
査
、
口

述
試
験

　
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

繰
の
国
灘
韻
査
．
粉

と
し
て
参
加
を
求
め
、
動
植
物

の
分
布
状
況
を
把
握
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　
参
加
者
は
、
地
図
、
手
引
書

に
よ
っ
て
、
ど
こ
で
ど
の
生
き

も
の
を
見
つ
け
た
か
を
調
査
票

に
記
入
し
環
境
庁
に
送
れ
ば
よ

い
の
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
県
生
活
環
境
部

自
然
保
護
課
（
含
〇
二
五
二
－

二
三
－
五
五
一
一
、
内
線
一
…
一
八
）

へさ

　）
）

¢

D
こ

“

し

ピ『

轍
〆

。
C

、

　
環
境
庁
で
は
、
第
三
回
緑
の

国
勢
調
査
の
一
環
と
し
て
実
施

す
る
「
動
植
物
分
布
調
査
」
へ

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
広
く
一
般
の

自
然
愛
好
者
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

㎜皿卿㎜㎜㎜㎜㎜㎜”野、下豪社善

欝がしなく・刷瀞
　3月16日／上村病院／12：30～13：00／妊娠中の保健（後期）翠　一　　次　　＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藍万　　の　つ
■妊婦検診　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　箋　円　　善

　3月16日／上村病院／13：30～14：00／　　　　　　　　…

◇
編
集
後
記
◇

▼
村
は
じ
ま
っ
て
以
来
の
大
惨

事
を
招
い
た
五
ち
豪
雪
。
三
月

一
旧
に
な
っ
て
、
役
場
四
・
一
一

メ
ー
ト
ル
、
土
倉
五
・
九
五
メ
ー

ト
ル
を
記
録
し
五
六
豪
雪
の
最

高
積
雪
を
上
回
り
ま
し
た
。

▼
こ
の
豪
雪
の
痛
手
は
、
今
後

も
、
農
作
業
の
遅
れ
や
、
田

あ
ぜ
の
陥
没
、
小
河
川
の
護
岸

の
崩
壊
、
樹
木
な
ど
の
折
損
な

ど
様
々
な
形
で
現
わ
れ
ま
す
。

雪
国
の
宿
命
と
は
い
え
、
こ
の

被
害
の
大
き
さ
に
は
、
い
か
り

に
似
た
も
の
を
感
じ
ま
す
。
こ

の
豪
雪
で
得
た
教
訓
を
皆
で
金

後
に
生
か
し
た
い
も
の
で
す
。

翌
コ
懸
肇
雪
当
雪
巴
謬
謬
歪
翠
藍
巳
謬
翠
置
農
謬
2
当
5
箋
…
謬
…
コ
藝
置
萎
垂

■献　　血

　3月21日／保健センター前／10：00～15：00

■ポリオ生ワク

　4月5日／保健センター／14：00～15：30／村内全域

　4月10日／保健センター／14：00～15：30／村内全域

　　　　　O初回者S58。6．1～58．11．30

　　　　　0追加者S57．12。1～58．5．31

　　　　　0前回未接種者

」

・
穫
．

農

私たちの村の
　（　）内は前月比

■人　ロ7，073（一9）
　　男3，503（一3）

　　女3，570（一6）

■世帯数1，647（一1）

姦
．

饗

　￥主　な　内　容、
衰　　級…雪上運動会（清田山）

2－3べ一ジ…高校生座談会
4－5べ一ジ…豪雪特集
6ぺ一ジ…郷土出身者交流会
7べ一ジ…転作、母と子のつなが
8べ一ジ…新婚さんいらっしゃい
　　　　　出稼者現地懇談会

9ページ…農巣に生きる
　　　　　行事予定衰
10ベージ…お知らせ

■編集発行　中里村役場総務課　〒949－84新潟県中魚沼郡中里村大字田沢己2133番地TEL（0257）63－251
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われらこの地に生きる

高3地元就職者語る

十
日
町
高
校

原町鈴木芳道君

　昨年度十日町管内の高校卒業生1，077

人中579人が就職し、343人（59．2％）が県

外に就職しています。今回は、地元就職

者の5人に集まっていただき、将来の目

標や村の印象などを伺ってみました。

鈴
木
　
長
男
で
す
か
ら
家
を
継

ご
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
の
で

都
会
に
出
よ
う
と
は
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

小
巻
沢
　
進
路
に
つ
い
て
考
え

始
め
た
の
が
三
年
に
な
っ
て
か

ら
で
す
。
目
的
も
な
く
大
学
に

進
ん
で
も
意
味
が
な
い
と
思
っ

た
し
、
長
女
で
親
の
希
望
も
あ

り
ま
し
た
の
で
、
地
元
に
就
職

す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

南
雲
　
進
学
か
就
職
か
を
考
え

始
め
た
の
は
、
三
年
の
一
学
期

の
終
り
こ
ろ
で
し
た
。
そ
れ
か

ら
ど
っ
ち
に
し
よ
う
か
迷
い
ま

し
た
が
、
運
よ
く
十
日
町
市
内

に
自
分
の
希
望
す
る
職
種
の
求

人
が
あ
り
ま
し
た
の
で
地
元
に

残
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

樋
口
　
わ
た
し
は
、
親
の
希
望

も
強
か
っ
た
し
、
い
ろ
い
ろ
家

庭
の
事
情
も
あ
っ
て
地
元
に
就

職
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

都
会
に
一
度
は
出
て
み
た
い
と

思
い
ま
し
た
が
、
も
ど
っ
て
き
た

と
き
、
就
職
条
件
が
悪
く
な
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
な
ら

は
じ
め
か
ら
地
元
に
就
職
し
よ

う
と
決
め
ま
し
た
。

吉
楽
　
ま
る
っ
き
り
親
の
意
見

で
す
。
五
年
く
ら
い
は
都
会
で

働
き
た
か
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も

親
の
意
向
が
強
く
、
地
元
に
残

る
決
心
を
し
ま
し
た
。

た
。南

雲
　
就
職
先
は
、
十
日
町
の

電
設
会
社
で
す
。
電
気
関
係
の

仕
事
を
や
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
こ
の
会
社
を
選

ぴ
ま
し
た
。

樋
口
　
十
日
町
の
ラ
イ
オ
ン
ド

ー
に
勤
め
ま
す
。
商
業
科
を
出

ま
し
た
の
で
、
学
校
で
習
っ
た

商
品
知
識
な
ど
を
生
か
し
た
い

と
思
っ
て
決
め
ま
し
た
。

吉
楽
　
田
沢
の
自
動
車
会
社
に

就
職
し
ま
す
。
自
動
車
関
係
の

仕
事
に
つ
き
た
い
と
思
っ
て
い

た
の
で
決
め
ま
し
た
。
早
く
仕

事
を
覚
え
、
が
ん
ば
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

鈴
木
　
十
日
町
の
卸
売
業
で
す

将
来
性
が
あ
る
と
思
っ
て
決
め

ま
し
た
。
ま
だ
自
分
に
は
、
何

が
で
き
る
の
か
は
っ
き
り
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
全
力
を
尽
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

友
達
が
い
な
く
な
る
の
が

　
　
一
番
さ
み
し
い

か
っ
た
。

吉
楽
　
完
全
に
迷
い
ま
し
た
．

就
職
先
も
限
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
今
、
希
望
す
る
所
に
就
職

が
決
ま
っ
て
ホ
ッ
と
し
て
い
ま

す
。鈴

木
　
こ
こ
に
と
ど
ま
る
こ
と

に
対
し
て
は
迷
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
友
達
が
都
会
に
出
て
し

ま
う
こ
と
が
一
番
イ
ヤ
で
し
た
。

小
巻
沢
　
自
分
と
し
て
は
、
電

子
関
係
の
大
き
な
会
社
に
就
職

を
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ

の
辺
に
は
そ
う
い
う
会
社
が
な

い
の
で
…
。
ま
た
、
友
達
の
ほ

と
ん
ど
が
進
学
の
た
め
、
友
達

の
い
な
く
な
る
こ
と
が
一
番
ひ

っ
か
か
り
ま
し
た
。

ほ
ぽ
希
望
す
る
会
社
へ

小
巻
沢
　
十
日
町
の
朝
日
堂
に

就
職
し
ま
す
。
自
分
に
は
、
事
務

系
の
仕
事
が
適
し
て
い
る
と
思

っ
て
、
こ
の
会
社
を
選
び
ま
し

廟
瑠
　
　
‘

南
雲
　
働
き
な
が
ら
技
術
を
身

に
つ
け
る
の
も
良
い
と
思
う
け

ど
、
で
き
れ
ば
都
会
の
専
門
学

校
で
学
ん
だ
後
、
こ
っ
ち
に
も

ど
っ
て
き
た
か
っ
た
。

樋
口
　
自
分
が
希
望
す
る
就
職

先
が
あ
り
ま
し
た
の
で
迷
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
友
達
が

都
会
へ
出
て
い
く
の
が
さ
み
し

樋
口
　
こ
れ
ほ
ど
雪
が
降
ら
な

け
れ
ば
気
軽
で
良
い
所
だ
と
思

い
ま
す
。
村
内
に
は
、
若
い
人

も
少
な
く
活
気
が
な
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。

吉
楽
　
五
回
～
六
回
も
雪
掘
り

を
し
て
い
る
。
雪
が
降
ら
な
け

れ
ば
最
高
に
い
い
け
ど
、
雪
が

降
る
か
ら
イ
ヤ
で
す
。

鈴
木
　
大
き
な
企
業
が
な
い
し

十
日
町
市
と
比
べ
て
も
、
ス
ポ

ー
ツ
施
設
や
若
者
の
交
流
の
機

会
が
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

小
巻
沢
　
雪
の
い
っ
ぱ
い
降
る

五
十
八
年
度

高
校
卒
業
者
の
進
路

卒
業
者
八
十
七
人
（
村
内
）

学
人
吻

進
n
q

就職
　53人

（61％

等
　
％

種
校
人
2
5

各
学
2
2
ー
　
他
）

　
　
　
　
の
人
％

　
　
　
　
そ
ー
α

　
昨
年
度
の
村
内
の
高
校
卒
業

者
は
八
十
七
入
で
し
た
。
そ
の

内
の
約
四
割
が
各
種
学
校
を
含

め
た
進
学
。
約
六
割
が
就
職
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
就
職

し
た
五
十
三
人
中
、
三
十
五
人

（
六
六
％
）
が
県
外
に
就
職
し

て
い
ま
す
。
就
職
先
と
し
て
は
、

製
造
業
、
卸
小
売
業
、
建
設
業

の
頃
と
な
っ
て
い
ま
す
。

就
職
者
五
十
三
人

村内
8人

（15％

県内

10人
（19％

幕’外35人

　　（66％）
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十
日
町
高
校

津
南
高
校

巻沢芳南雲光夫君屋樋口明美さん

と
こ
ろ
が
イ
ヤ
で
す
。
ま
た
、

希
望
す
る
就
職
口
が
な
い
こ
と

や
、
採
用
す
る
場
合
も
通
勤
等

の
関
係
で
差
別
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

南
雲
　
僕
も
皆
さ
ん
と
同
じ
で

雪
が
多
く
降
る
点
が
い
や
で
す
。

清
津
峡
温
泉
の
災
害
が
あ
り
ま

し
た
が
、
長
崎
な
ど
の
台
風
災

害
や
都
会
で
の
環
境
汚
染
に
比

べ
れ
ば
、
中
里
村
と
い
う
所
は

住
み
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
何
か
を
し
ょ
う
と
思

っ
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
タ
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
施
設
が
少
な
く
、

十
日
町
や
小
出
の
方
へ
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
身
近

な
所
に
こ
う
し
た
施
設
が
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

若
者
に
魅
力
の
あ
る

　
　
　
　
　
　
職
場
を

　
　
　
鱒
．
言
　
　
　
　
一
一
．

吉
楽
　
若
者
が
魅
力
の
も
て
る

企
業
を
誘
致
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー

ッ
施
設
や
ラ
イ
オ
ン
ド
ー
な
ど

の
大
型
店
も
あ
っ
た
方
が
良
い

と
思
い
ま
す
。

鈴
木
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
企
業

誘
致
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が

村
内
の
観
光
資
源
の
開
発
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

小
巻
沢
　
前
の
人
が
言
っ
て
く

れ
た
の
で
、
こ
れ
と
い
っ
て
あ

り
ま
せ
ん
が
、
若
者
が
自
由
に

集
う
場
所
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
設
置
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等

の
育
成
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

南
雲
　
青
年
会
等
、
若
者
の
集

ま
り
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
の
活
動
状
況

を
広
報
紙
等
で
知
っ
て
も
他
人

事
に
感
じ
て
し
ま
う
。
も
っ
と

活
動
内
容
に
つ
い
て
積
極
的
に

広
報
し
て
ほ
し
い
。

　
若
い
人
を
村
に
定
着
さ
せ
る

こ
と
は
無
理
だ
と
思
い
ま
す
。

た
い
て
い
の
人
が
都
会
に
出
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
都
会
か

ら
も
ど
っ
て
く
る
人
た
ち
の
受
け

入
れ
体
制
を
考
え
て
ほ
し
い
。

樋
口
　
都
会
に
出
る
友
達
の
中

に
は
何
年
か
し
た
ら
も
ど
っ
て
き

た
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
こ

ち
ら
に
大
き
な
企
業
が
あ
れ
ば

も
っ
と
若
い
人
が
残
る
と
思
い

ま
す
。充

実
し
た
日
々
を

＝
鱒

よ
う
な
仕
事
を
し
た
い
。

南
雲
　
平
凡
に
暮
ら
し
て
行
け

れ
ば
良
い
。
仕
事
を
一
生
け
ん

め
い
す
る
他
に
、
趣
味
な
ど
を

持
ち
、
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
た

日
々
を
送
り
た
い
。

樋
口
　
当
面
は
、
早
く
仕
事
に

慣
れ
る
事
。
良
い
人
が
い
た
ら

結
婚
を
し
た
い
け
ど
、
仕
事
は

や
り
続
け
た
い
。

吉
楽
　
前
の
人
が
言
っ
た
よ
う

に
、
僕
も
充
実
し
た
人
生
で
あ

れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。
欲
を

い
え
ば
、
年
を
と
っ
て
か
ら
余

裕
の
あ
る
生
活
を
し
た
い
。

今
年
度
高
校
卒
業
者

の
進
路
（
二
月
末
現
在
）

　
　
卒
業
者
九
十
三
人

　
二
月
末
現
在
の
数
字
で
す
。
な

お
、
今
後
、
数
字
が
異
動
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

進　学

　35人

　　（38％　
人
％

職
　
　
6
2

　
5
8
（

就

鈴
木
　
自
分
自
身
が
、
納
得
で

き
る
、
充
実
し
た
人
生
で
あ
れ

ば
良
い
。

小
巻
沢
　
女
の
人
は
、
結
婚
を

す
る
と
仕
事
を
や
め
る
例
が
多

い
よ
う
で
す
が
、
わ
た
し
は
、

結
婚
後
も
仕
事
を
続
け
、
自
分

と
し
て
“
ヤ
ッ
タ
”
と
い
え
る

　高校を卒業される皆さん、ご卒業おめ

でとうございます。社会人として第一歩

を踏み出す皆さんは、いま希望に満々て

いると思います。

　若い皆さんは、地域を支えるたいせつ

な人材です。とかく都会にあこがれ故郷

を捨てる若い人の多い中で、皆さんは、

自分の進むぺき道を、しっかりと見つめ

自分の家を守り地域の発展を自らの手で

作りあげていこうという強い信念の持ち

主だと思います。

　皆さんが社会人として、この地にしっ

かりと根をおろすことにより、後輩もど

んどん地元に定着するのではないだろう

か。それは若い君たちの双肩にかかって

いるのです。

　この豪雪地の中里村では、若いエネル

ギーを必要としています。前途洋々たる

皆さんに大いに期待をするとともに、ご

活躍をお祈りします。

若
者
に
魅
力
の
あ
る
村
に

1
日
町
実
業
高
校

　　』■隔“’　等1■

吉楽正人君

い人に大いに期待

正さん

倉俣

高橋

　
座
談
会
の
中
で
も
、
村
の
活

性
化
を
図
る
た
め
の
手
段
と
し

て
、
企
業
誘
致
が
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
最
近
、
村
内
に
も
四
杜
の
弱

電
会
社
が
進
出
し
て
お
り
、
総

従
業
員
数
は
、
百
七
十
人
を
超

え
て
い
ま
す
。
日
本
一
の
豪
雪

地
帯
に
進
出
し
て
く
れ
る
企
業

は
、
お
い
そ
れ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ほ
こ
り
を
嫌
う
精
密
機

械
の
分
野
で
は
、
降
雪
地
が
見

直
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

　
企
業
誘
致
も
過
疎
化
現
象
を

く
い
止
め
る
た
め
の
即
効
性
の

あ
る
手
段
で
す
が
、
こ
の
地
域

の
気
候
、
風
土
を
生
か
し
た
地

場
産
業
の
育
成
も
必
要
な
こ
と

で
す
。
大
分
県
で
提
奨
し
て
い

る
一
村
が
一
品
の
特
産
物
を
も

と
う
と
い
う
一
村
一
品
運
動
が

全
国
に
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
わ
が
村
も
、
絹
織
物
の
技
術

を
生
か
し
た
他
製
品
の
開
発
、

日
本
一
の
優
良
米
を
生
か
し
た

米
菓
子
等
の
研
究
。
ま
た
　
ス

キ
i
場
の
開
発
、
魚
の
放
流
に

よ
る
釣
場
の
設
置
な
ど
い
ろ
い

ろ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
村
に
残
る
若
い
人
た
ち
に
希

望
の
持
て
る
村
づ
く
り
を
す
る

た
め
に
は
、
今
、
第
一
線
で
働

い
て
い
る
人
た
ち
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ツ
プ
が
必
要
で
す
。
村
民
が

一
丸
と
な
っ
て
自
慢
の
で
き
る

村
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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雪に埋もれる家（清田山）2月9日PM5：30（国道117山崎地内）

糞諾謬響勢　　欝
U夕一ンした雪崩が激突（古屋旅館）

　
刀
正
月
過
ぎ
か
ら
降
り
つ
つ

い
た
雪
は
、
五
六
豪
雪
を
思
わ

せ
、
高
道
山
㈲
観
測
点
で
は
、

一
月
十
五
日
～
十
七
日
ま
で
の

三
日
間
で
降
雪
量
が
百
八
十
五

セ
ン
チ
と
な
り
、
積
雪
三
・
ニ

メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
役
場
で
は
、
降
り
続
く
雪
か

ら
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、

豪
雪
対
策
本
部
を
一
月
十
八
日

午
前
九
時
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
十
五
日
か
ら
四
日
連
続
の
降

雪
で
、
つ
い
に
鷹
羽
、
西
方
、

土
倉
、
倉
下
の
四
集
落
、
四
十

五
世
帯
、
百
八
十
二
人
が
孤
立

状
態
と
な
り
ま
し
た
が
、
必
死

の
除
雪
作
業
で
十
九
日
に
は
、

孤
立
を
解
除
し
ま
し
た
。

　
十
七
日
現
在
の
積
雪
量
は
、

土
倉
で
四
・
七
訂
、
高
道
山
で

当
の

　
“
雪
が
た
く
さ
ん
降
る
の
が
イ
ヤ
だ
が
、
あ
と
は
災
害
も
無

い
し
良
い
所
だ
”
こ
ん
な
気
持
ち
で
豪
雪
に
耐
え
て
い
る
わ

た
し
た
ち
。
五
九
豪
雪
は
、
こ
ん
な
甘
い
考
え
を
吹
き
飛
ば

す
悲
し
い
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
災
害
を
今
後
の

教
訓
と
し
て
生
か
し
、
豪
雪
に
対
す
る
防
災
体
制
の
強
化
を

す
す
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

穿轟〆

響
》
鞭
織
遭
響
舞

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
二
月
九
日
、
午
後
五
時
二
十

分
に
発
生
し
た
清
津
峡
温
泉
雪

崩
災
害
は
、
尊
い
五
人
の
生
命

と
二
世
帯
の
全
壊
（
清
津
館
、

苗
場
館
）
三
世
帯
の
一
部
破
壊

（
古
屋
旅
館
、
村
山
荘
、
漢
山

荘
）
と
い
う
大
き
な
災
害
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
災
害
に
つ
い
て
、
時
間

を
追
っ
て
説
明
し
ま
す
。

　
二
月
九
日
、
午
後
五
時
二
十

分
災
害
発
生
、
同
二
十
五
分
役

場
に
一
報
入
る
。
五
時
四
〇
分

災
害
対
策
本
部
設
置
、
六
時
十

分
役
場
職
員
第
一
陣
（
五
人
）

役
場
出
発
。
六
時
五
十
分
清
津

公
園
線
の
第
一
ト
ン
ネ
ル
百
メ

ー
ト
ル
手
前
に
到
着
。
そ
の
時
、

災害に万全を

長
村

村
里
上

中

星
野
建
設
の
タ
イ
ヤ
ド
ー
ザ
ー

が
除
雪
進
行
中
で
あ
っ
た
。
七

時
半
、
タ
イ
ヤ
ド
ー
ザ
ー
が
第

二
ト
ン
ネ
ル
の
先
、
三
十
メ
ー

ト
ル
ま
で
除
雪
し
た
所
で
、
後

続
の
第
三
分
団
の
消
防
団
員
十

人
と
と
も
に
腰
ま
で
埋
ま
る
道

を
必
死
の
ラ
ッ
セ
ル
を
す
る

（
こ
の
間
約
五
百
メ
ー
ト
ル
）

　
七
時
四
十
七
分
、
現
地
到
着

漢
山
荘
か
ら
向
こ
う
は
、
漢
山

荘
の
屋
根
よ
り
も
高
く
雪
で
埋

ま
り
、
わ
ず
か
に
出
て
い
た
の

が
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
清
津
館
の

屋
根
の
一
部
と
苗
場
館
の
大
広

間
の
屋
根
の
一
部
だ
け
で
あ
っ
た
。

　
七
時
五
十
分
、
救
出
作
業
を

開
始
す
る
。
雪
を
堀
っ
て
わ
ず

許
．
撒
、
懲
籔
灘
難
難
額
∈
’
撒
饗
、
鍵
．
瀞

三
・
二
材
、
役
場
で
二
・
四
七

㌶
と
な
り
ま
し
た
。

　
役
場
で
は
、
豪
雪
対
策
本
部

を
設
置
し
て
以
来
、
毎
日
道
路

の
パ
ト
ロ
ー
ル
と
雪
崩
危
険
箇

所
の
見
回
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
一
月
十
五
日
～
二
十
九
日
ま

で
の
十
五
日
間
は
、
雪
の
降
ら

な
い
日
は
無
く
、
住
民
か
ら
、

道
路
除
雪
、
流
雪
溝
の
水
つ
き

水
道
の
凍
結
な
ど
の
苦
情
が
、
豪

雪
対
策
本
部
に
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
一
月
二
十
八
日
に
は
、
県
の

災
害
救
助
条
例
が
適
用
と
な
り

二
十
八
世
帯
が
屋
根
雪
除
雪
費

の
援
助
を
受
け
ま
し
た
。

　
二
月
七
日
に
は
、
災
害
救
助

法
が
適
用
と
な
り
、
五
十
世
帯

が
屋
根
雪
除
雪
費
の
援
助
を

受
け
ま
し
た
。
同
日
、
中
里
村

翫■■上村賢造1本年は異常な豪雪となり、皆さんには大変ご1

繕蘂講鷲1羅ll
貰欝鰭轟謬騒鍵器鷺遷1
覆欝菱儲む且愚、甥講

蹴懲査鶴編，㌧翻し：講
んの懸命な御尽力をいただきまして、禾当にあ1

りがとうございました。厚く御礼を申し上げます。

　今回の災害は、改めて自然の厳しさと、災害i・

の恐ろしさを痛感させられました。今後は一層

災害に対する予防と救助体制の強化に力を入れ’

ていく所存でございます。

　亡くなられた方々の、御冥福を祈るとともに

二度とこのような大惨事を招かぬよう、行政と

獣慧三無厩響轟藷1
い申し上げる次繰難，　　麟灘謬

か
な
す
き
間
か
ら
内
部
に
突
入

す
る
が
、
中
か
ら
の
救
出
は
困

難
と
思
わ
れ
、
家
の
中
に
閉
じ

込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

所
の
屋
根
を
ま
く
る
作
業
を
開

始
し
た
。
し
か
し
、
固
く
し
ま

っ
た
雪
と
太
い
梁
や
角
材
に
は

ば
ま
れ
救
出
作
業
は
難
航
。

　
二
時
三
十
五
分
、
亨
ち
ゃ
ん

健
ち
ゃ
ん
が
帰
ら
ぬ
姿
で
収
容

さ
れ
、
ま
た
、
ハ
ル
さ
ん
を
救

出
し
ま
し
た
が
帰
ら
ぬ
人
と
な

り
ま
し
た
。

　
ぞ
の
十
五
分
後
、
雪
の
下
か

ら
自
力
で
掘
り
進
ん
で
き
た
清

さ
ん
が
、
救
助
を
求
め
雪
崩
発

生
か
ら
八
時
間
後
に
無
事
救
出

さ
れ
ま
し
た
。
清
さ
ん
無
事
救

出
で
救
助
隊
員
も
勢
い
づ
き
、

残
る
久
丸
さ
ん
と
栄
美
さ
ん
の

救
出
に
全
力
を
上
げ
る
。
こ
の

　
　
　
　
に
と
行
願
　
騰

　
　
　
　
も
政
て
お

は
を
　
　
と
行
い
を

　
　
　
　
と
　
、
抜
力

　
　
　
　
る
う
い
協

騨
鍵

は
、
豪
雪
対
策
本
部
を
豪
雪
災

害
対
策
本
部
に
あ
ら
た
め
、
村

内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
二
月
三
日
か
ら
降
り
つ
づ
い

た
雪
は
、
九
日
に
ピ
ー
ク
に
達

し
、
高
道
山
㈲
の
積
雪
量
が
四
・

○
材
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
二
月
九
日
、
午
後
五
時
二
十

分
、
清
津
峡
温
泉
雪
崩
災
害
が

発
生
し
、
五
世
帯
（
二
世
帯
全

壊
、
三
世
帯
一
部
破
壊
）
が
被

害
に
あ
い
、
清
津
館
の
五
人
の

方
の
尊
い
生
命
が
、
奪
わ
れ
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
二
月
十
日
に
は
、
西
方
、
土

倉
、
倉
下
が
二
度
目
の
孤
立
状

態
と
な
り
ま
し
た
が
、
十
三
日

に
圧
雪
に
よ
り
西
方
が
解
除
さ

れ
、
十
八
日
に
は
、
倉
下
か
ら

葎
沢
ま
で
の
峠
越
え
の
道
つ
け

に
よ
り
土
倉
、
倉
下
の
孤
立
が

解
除
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
月
十
日
、
雪
崩
の
危
険
の

た
め
、
小
出
の
三
世
帯
、
十
五

人
と
角
間
の
教
員
住
宅
（
教
員

二
人
）
に
避
難
勧
告
を
出
し
ま

し
た
。

　
二
月
十
一
日
、
温
泉
地
区
の

五
世
帯
・
十
四

人
に
、
二
次
災

害
の
危
険
の
た

め
、
避
難
勧
告

を
出
し
ま
し
た
。

　
二
月
十
三
日
、

雪
ピ
落
し
等
に

こ
ろ
県
警
機
動
隊
員
三
十
人
が

到
着
、
四
時
三
十
分
、
栄
美
さ

ん
が
、
帰
ら
ぬ
姿
で
収
容
さ
れ

ま
し
た
。

　
五
時
半
、
小
出
、
葎
沢
、
角

間
の
地
元
消
防
団
員
二
十
人
と

地
元
の
人
た
ち
を
交
替
要
員
と

し
て
残
し
、
あ
と
の
消
防
団
員

は
徹
夜
の
作
業
の
疲
れ
で
交
代

す
る
た
め
引
き
上
げ
る
。

　
七
時
五
十
分
、
第
四
分
団
二

十
人
が
現
地
に
到
着
。
残
っ
て

作
業
を
し
て
い
る
人
た
ち
と
交

替
。
九
時
三
十
分
、
第
二
分
団

三
十
人
と
第
四
分
団
十
人
が
到

着
し
作
業
を
開
始
。
十
一
時
県

警
機
動
隊
員
二
十
五
人
現
地
到

着
。

よ
り
角
間
の
教
員
住
宅
に
出
し

て
い
た
避
難
勧
告
を
解
除
し
ま

し
た
。

　
二
月
十
四
日
、
雪
ピ
落
し
等

に
よ
り
、
小
出
の
三
世
帯
に
出

さ
れ
て
い
た
避
難
勧
告
を
解
除

し
ま
し
た
。

　
二
月
十
五
日
、
田
所
小
学
校

が
、
雪
崩
の
危
険
の
た
め
、
■
教

員
五
人
と
生
徒
十
六
人
に
避
難

指
示
を
出
し
、
現
在
、
田
代
生

活
改
善
セ
ン
タ
ー
と
所
平
克
雪

セ
ン
タ
ー
で
分
散
授
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
二
月
十
六
日
、
災
害
救
助
法

が
更
新
さ
れ
、
二
十
七
日
に
も

更
新
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
力
で

　
　
　
　
　
解
決
を

　
豪
雪
対
策
本
部
に
寄
せ
ら
れ

た
住
民
の
苦
情
や
要
望
の
多
く

は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

一
、
流
雪
溝
へ
の
無
理
な
雪
捨

て
に
よ
る
水
つ
き

二
、
小
河
川
へ
、
雪
の
押
し
出

し
に
よ
る
水
つ
き
。

三
、
屋
根
雪
の
道
路
へ
の
投
げ

　
十
三
時
四
十
五
分
、
婦
人
風

呂
に
上
半
身
を
突
っ
込
む
よ
う

な
形
の
久
丸
さ
ん
を
、
約
二
十

時
間
ぷ
り
に
救
出
し
た
が
衰
弱

が
激
し
く
、
医
師
の
手
当
の
か

い
も
な
く
亡
く
な
る
。

　
久
丸
さ
ん
救
出
ま
で
の
現
場

作
業
に
従
事
し
た
総
勢
は
、
県

警
機
動
隊
員
五
十
五
人
。
十
日

町
地
域
広
域
消
防
署
（
十
日
町

市
・
津
南
町
・
川
西
町
・
中
里

村
で
組
織
）
職
員
十
七
人
、
地

元
非
常
備
消
防
団
員
二
百
五
人

医
師
二
人
、
看
護
婦
七
人
、
役
場

職
員
三
十
人
、
地
元
民
数
十

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
役

場
の
対
策
本
部
に
は
、
職
員
の

大
半
が
徹
夜
で
従
事
し
ま
し
た
。

　
災
害
発
生
以
後
の
新
聞
報
道

の
中
に
は
、
真
実
と
著
し
く
異

な
る
点
が
あ
り
、
村
民
の
皆
さ

ん
が
役
場
に
対
す
る
不
信
感
を

持
た
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
し
て
い
ま
す
。

　
某
新
聞
に
個
人
名
入
り
で
発

言
し
た
内
容
の
記
載
が
あ
り
ま

し
た
が
、
役
場
で
後
日
発
言
し

た
内
容
に
つ
い
て
、
真
実
を
確

か
め
た
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な

発
言
は
し
て
い
な
い
と
い
う
返

答
で
し
た
。

　
当
日
、
現
場
で
命
が
け
の
救

出
作
業
に
あ
た
ら
れ
た
方
は
、

理
解
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
が
、
役
場
で
は
い
ち
早
く

現
地
に
対
策
本
部
を
設
置
し
、

広
域
消
防
幹
部
と
役
場
職
員
が

協
議
し
な
が
ら
救
出
作
業
の
指

示
を
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

い
か
に
せ
よ
六
～
七
万
立
方
眉

の
固
い
雪
に
は
ば
ま
れ
救
助
活

動
が
難
航
し
た
こ
と
は
事
実
で

す
。
ま
た
、
役
場
の
対
策
本
部

で
は
投
光
器
や
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ

等
の
手
配
を
迅
速
に
し
ま
し
た

が
、
現
地
ま
で
の
輸
送
に
時
間

が
か
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
そ
の
理
由
は
、
途
中
の
道
路

捨
て
と
放
置
に
よ
る
交
通
渋
滞

四
、
道
路
幅
員
の
縮
少
に
よ
る

児
童
、
園
児
の
交
通
安
全
の
確

保五
、
雪
崩
、
雪
ピ
等
の
除
去

六
、
水
道
の
凍
結
や
水
の
出
し

放
し
に
よ
る
水
不
足
。

　
こ
う
し
た
苦
情
や
要
望
の
中

に
は
、
当
然
個
人
や
地
域
住
民

が
処
理
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
流
雪
溝
の
水
つ
き

が
起
き
て
か
ら
、
何
と
か
し
て

く
れ
と
言
わ
れ
て
も
対
処
の
し

よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
な

る
前
に
沿
線
住
民
の
意
志
統
一

を
図
り
、
互
い
に
モ
ラ
ル
を
守

っ
て
い
け
ば
解
決
で
き
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
流

雪
溝
の
構
造
上
の
欠
陥
な
ど
は
、

行
政
と
沿
線
住
民
が
共
に
考
え

改
良
し
て
い
く
べ
き
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
が
。
こ
の
辛
さ
も
春

が
来
る
と
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち

で
す
が
、
今
年
こ
そ
は
、
そ
う

し
た
問
題
に
つ
い
て
地
域
で
話

し
合
い
、
協
力
し
合
う
体
制
を

作
り
た
い
も
の
で
す
。

　
現
代
の
風
潮
と
し
て
、
何
も

か
も
役
場
任
せ
の
姿
勢
が
感
じ

ら
れ
ま
す
が
、
自
分
の
こ
と
は

自
分
で
責
任
を
持
っ
て
処
理
を

し
、
近
所
同
志
や
集
落
の
協
力

で
で
き
る
こ
と
は
率
先
し
て
や

る
と
い
う
姿
勢
が
必
要
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

灘
霧
食
．

・承酌一
救助作業

ψ
脚

灘．．』1．．掘藁

に
ノ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
車
が
立
往

住
し
て
い
た
り
、
万
年
橋
か
ら

現
場
ま
で
の
約
一
．
八
キ
ロ
は

徒
歩
の
輸
送
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
か
ら
で
す
。

　
村
で
は
、
今
回
の
災
害
の
教

訓
を
肝
に
命
じ
、
災
害
の
未
然

防
止
と
救
助
体
制
の
強
化
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
災
害
の
未
然
防
止
に
は
、
地

域
住
民
の
協
力
と
自
衛
精
神
が

必
要
で
す
。
村
民
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
災
害
の
未
然
防
止

に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。



装

　
故
郷
を
離
れ
た
人
た
ち
に
と
っ
て
、
故
郷
は
か
け
が
え
の

な
い
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
村
で
は
こ
う
し
た
人
た

ち
と
交
流
を
図
り
、
故
郷
の
自
然
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
と

と
も
に
故
郷
の
発
展
の
た
め
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
、
第
一
回
の
郷
土
出
身
者
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
故
郷
を
離
れ
た
人
た
ち
に
と

っ
て
故
郷
の
山
、
川
で
遊
ん
だ

事
は
生
涯
楽
し
い
思
い
出
と
し

て
残
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
村
で
は
、
昨
年
み
な
さ
ん
の

協
力
を
得
て
二
千
十
四
人
を
登

録
す
る
郷
土
出
身
者
名
簿
を
作

成
し
ま
し
た
。
現
在
、
東
京
に

は
、
清
津
郷
会
、
東
京
倉
俣
会
、

貝
野
会
と
い
っ
た
中
里
出
身
者

の
会
が
あ
り
ま
す
。

　
村
で
は
、
こ
う
し
た
郷
土
出

身
者
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め

に
、
去
る
二
月
十
九
日
、
上
野

新
潟
県
人
会
館
で
は
じ
め
て
の

郷
土
出
身
者
交
流
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
に
は
、
故
郷
に
熱
い

思
い
を
寄
せ
る
郷
土
出
身
者
四

十
六
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
出

席
者
の
中
に
は
、
裸
一
貫
で
ソ

バ
屋
、
豆
腐
店
な
ど
を
経
営
し

No．332　59．3．10

／　　　　　　　＿＼
「ふるさと」を思っ

愚
　　　　　　　　　東京都杉並区

　　　　　　　志　田　　正

　美しい山河に囲まれた大自然の狭間で、

わたしたちを育くんでくれたふるさと。あ
りがたくもあり懐さで忘れることができま

せん。都会では味わえない恵まれた環境で
すが、その反面、豪雪、洪水など対策を要
する問題も多く、村当局のご苦労に感謝し

ています。また、限られた耕地だけに、次
男以下は、村を離れざるを得ないのが宿命

でした。したがって東京をはじめ、他へ生
活の場を求めて行きました。離村後は、そ
れぞれりっぱに自活しており、成功者も少

なくありません。この人たちも、その過程

において何度か苦境に立ったことがあった
はずです。そうしたときふるさとを思い、

また、同郷の先輩に励まされたことがどん

なにか力になったことでしょう。わたした
ちも小規模ながら先輩から「東京倉俣会」

を引継いで、毎年集まってはふるさとをし
のびながら健在を確め合い励まし合ってい
ます。

　終りに、よりよい郷土づくりに励んでお
られるふるさとの皆さんのご健闘をお祈り

いたします。

て
い
る
人
も
多
く
、
諸
先
輩
方

の
苦
労
と
粘
り
強
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

　
交
流
会
の
は
じ
め
に
村
長
か

ら
「
中
里
出
身
者
の
み
な
さ
ん

と
、
村
と
の
交
流
を
深
め
活
力

あ
る
郷
土
建
設
を
し
た
い
。
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

次
い
て
事
務
局
側
か
ら
、
村
の

村
勢
全
般
に
わ
た
る
概
況
説
明

な
ら
び
に
「
一
人
で
も
多
く
の

人
た
ち
か
ら
中
里
村
に
来
て
い

た
だ
き
村
の
活
性
化
を
図
り
た

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
村
を
一

番
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
郷
土

出
身
者
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を

い
た
だ
き
た
い
」
と
要
請
し
ま

し
た
。

　
郷
土
出
身
者
と
村
を
結
ぶ
一

つ
の
事
業
と
し
て
“
ふ
る
さ
と

中
里
の
会
”
の
案
が
事
務
局
か

ら
示
さ
れ
質
疑
の
後
、
若
干
の

修
正
を
す
る
こ
と
で
ほ
ぼ
同
意

を
得
ま
し
た
。
こ
の
ふ
る
さ
と

中
里
の
会
は
、
個
人
を
対
象
と

し
た
会
員
方
式
で
、
会
費
を
徴

収
し
、
加
入
さ
れ
た
方
に
は
四

季
折
々
の
味
覚
の
発
送
、
村
を

訪
ず
れ
た
時
の
宿
泊
料
金
の
割

引
な
ど
種
々
の
特
典
が
盛
り
込

ま
れ
る
予
定
で
す
。

　
出
身
者
か
ら
は
「
ふ
る
さ
と

の
森
の
有
償
譲
渡
に
よ
る
、
子

孫
に
お
よ
ぷ
長
い
交
流
の
き
っ

か
け
を
一
　
「
日
本
一
の
ト
マ
ト

産
地
に
。
」
「
ワ
ラ
ビ
、
ゼ
ン
マ

イ
、
マ
タ
タ
ビ
の
栽
培
で
特
産

物
を
一
「
清
津
川
に
ア
ユ
、
鯉

の
放
流
に
よ
る
観
光
を
．
」
　
「
お

ふ
く
ろ
の
味
、
ふ
る
さ
と
の
味

の
特
産
品
の
開
発
を
。
」
「
過
疎

を
逆
手
に
と
っ
た
開
発
を
。
」
と

い
う
よ
う
に
故
郷
の
発
展
を
願

う
意
見
が
次
々
と
飛
び
出
し
ま

し
た
。

　
懇
親
会
の
中
で
は
、
小
さ
い

こ
ろ
の
思
い
出
や
中
里
村
の
発

展
に
対
す
る
意
見
な
ど
、
話
に

花
が
咲
き
、
会
場
の
雰
囲
気
は

暖
か
く
し
か
も
活
気
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
う
し
た

人
た
ち
の
協
力
を
も
得
な
が
ら
、

村
の
活
性
化
を
図
る
努
力
を
し

ま
し
ょ
う
。

清
津
峡
温
泉
雪
崩
災
害
に
見
舞

　
交
流
会
に
出
席
さ
れ
た
皆
さ

ん
か
ら
、
清
津
峡
温
泉
雪
崩
災

害
見
舞
金
十
二
万
九
千
円
が
集

め
ら
れ
村
長
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

　
　
故
郷
の
思
い
出

6
四
季
折
々
の
自
然
、
素
朴
な

美
し
さ
。

●
山
、
川
で
遊
ん
だ
こ
と
。

●
盆
、
正
月
、
小
正
月
、
祭
り

等
の
行
事
。

●
雪
が
深
い
こ
と
、
雪
の
風
景
。

●
小
・
中
学
校
時
代
の
行
事
。

6
お
ふ
く
ろ
の
昧
、
人
情
味
。

6
交
通
が
不
便
で
あ
っ
た
こ
と
。

●
空
気
が
澄
み
、
故
郷
の
味
。

ふ
る
さ
と
事
業
へ
の
婁
望

●
年
罰
の
同
窓
会
、
弁
論
大
会

故
郷
中
里
祭

○
出
身
者
が
帰
郷
し
た
際
の
宿

泊
施
設
や
交
流
の
場
を

●
故
郷
林
の
有
償
譲
渡
。

●
農
産
物
な
ど
の
直
送
。

とマ◎’広報か
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水
田
利
用
再
編
対
策
に
つ
い
て
、
先
月
号
で
概

略
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
は
じ

め
て
導
入
さ
れ
た
多
用
途
利
用
米
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
政
府
の
過
剰
米
処
理
も
五
十

九
年
度
で
終
り
ま
す
が
、
今
後
も
転
作
政
策
は
続

く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
転
作
田
の
有
効
利
用
を

地
域
ぐ
る
み
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
新
年
度
か
ら
水
田
利
用
再
編

　
　
　
　
　
　
　
対
策
の
第
三
期
が
始
ま
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
第
三
期
対
策
の
中
で
、
今
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
と
大
き
く
変
っ
た
点
は
、
多
用

　
　
　
　
　
　
　
途
利
用
米
制
度
の
導
入
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
多
用
途
利
用
米
制
度
が
取
り

加工原材料等の需要

慈辮穀総
　　額解
　　　　　　　み　ぞ
　　議i驚、，露、14。％

総需要量　27万t

籔
ウ
ム
、

！
で
開
か
れ
た
村
民
娯
楽
大
会

こ
よ
、
村
内
の
腕
自
慢
三
十

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
一
階
の
和
室

入
れ
ら
れ
た
理
由
と
し
て
は
、

次
の
こ
と
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

一
、
湿
田
地
域
等
で
は
、
畑
作

物
へ
の
円
滑
な
転
作
が
困
難
な

こ
と
や
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、

転
作
が
限
界
に
き
て
い
る
こ
と

二
、
過
剰
米
処
理
の
終
了
（
五

十
九
年
度
）
に
伴
い
、
新
た
に

加
工
原
材
料
用
米
（
ミ
ソ
・
セ

ン
ベ
イ
な
ど
）
の
必
要
性
が
生

じ
て
い
る
こ
と
。

三
、
水
田
の
も
つ
高
い
生
産
力

と
国
土
保
全
機
能
（
降
雨
量
を

一
時
的
に
湛
水
し
調
節
）
を
発

揮
さ
せ
、
そ
の
有
効
利
用
を
図

る
こ
と
。

　
こ
の
制
度
の
導
入
で
、
従
来

の
青
刈
稲
の
有
効
化
と
ソ
バ
・

大
豆
な
ど
の
捨
て
作
り
を
減
少

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
多
用
途
米
面
積

　
　
　
　
　
　
七
百
三
十
九
俵

お
主
で
き
る
ね
ー
㊥
、

よ
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
　
イ
を
カ

き
回
す
音
　
百
人
一
首
の
読
み

手
の
声
が
交
錯
し
　
活
気
と
熱

気
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
成
績

★
マ
ー
ジ
ャ
ン

一
位
　
吉
楽
　
義
夫
　
上
　
山

二
位
　
尾
身
　
豊
作

三
位
　
山
田
　
博

★
囲
碁

一
位
　
吉
楽
　
周
治

二
位
　
大
島
　
正
司

三
位
　
南
雲
　
繁
一

　
　
　
鈴
木
　
善
雄

★
百
人
一
首

一
位
　
村
山
長
一
哀

二
位
　
樋
口
　
満
子

三
位
　
井
ノ
川
よ
き

田白田
　羽
中毛中

東
田
沢

通
り
山

山
　
崎

　
村
で
は
、
多
用
途
利
用
米
の

配
分
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て

き
ま
し
た
が
、
転
作
目
標
面
積

が
お
お
む
ね
七
ア
ー
ル
以
上

の
農
家
に
配
分
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。
　
（
五
人
家
族
の

場
合
、
お
お
む
ね
六
十
ア
ー
ル

以
上
の
耕
作
面
積
）
一
俵
当
り

の
販
売
価
格
は
一
～
二
等
米
一

万
四
百
三
十
円
　
三
等
米
一
万

八
十
円
（
六
十
キ
ロ
）
と
な
っ

て
お
り
、
出
荷
単
位
は
三
十
キ

ロ
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
生
産
、
出
荷
、
販
売

　
農
家
が
農
協
、
経
済
連
を
通

じ
全
農
と
「
他
用
途
利
用
米
生

産
、
出
荷
契
約
」
　
（
仮
称
）
を

結
び
生
産
、
出
荷
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
出
荷
さ
れ
た
多
用
途
利
用
米

は
、
現
行
の
自
主
流
通
米
と
同

様
、
国
の
検
査
後
、
農
協
、
経

済
連
を
通
じ
、
全
農
か
ら
破
砕

加
工
の
上
、
実
需
者
に
販
売
さ

れ
ま
す
。

　
限
度
数
量
四
万
九
千
七
百
九
俵

　
四
年
続
き
の
不
作
で
政
府
の

手
持
ち
米
も
底
を
つ
き
五
十
九

年
度
の
限
度
数
量
は
前
年
度
よ

り
、
三
千
五
百
八
十
三
俵
多
い

四
万
九
千
七
百
九
俵
（
モ
チ
米

含
む
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
農
家
の
み
な
さ
ん
の
限
度
数

量
い
っ
ぱ
い
の
出
荷
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
村
内
の
赤
ち
ゃ

9
㌦
や
子
ど
も
た
ち

が
、
禁
騒
飲
韮

な
　
　
　
ゴ

　
　
　
　
　
手
助
け
と
、
婦
人

　
　
　
　
ず

つ
　
　
　
　
　
自
ら
の
健
康
を
守

　
　
　
　
　
る
た
め
に
中
里
村

　
　
の
瓢

　
　
　
　
㍗
母
子
愛
育
会
が
あ

も
讃
寄

ど
恒
例
の
母
子
愛

テ
　
　
　
　
．
育
会
と
婦
人
会
の

　
　
　
　
、
合
同
研
修
会
が
、

　
　
蕪
雲
る
二
月
二
＋
八

母
　
　
　
の
　
ノ
　
つ

　
　
　
　
セ

　
　
　
ヂ
ヤ
ヒ

　
　
　
　
ズ
　
サ

　
　
　
灘
、
日
、
保
健
セ
ン
タ

　
　
　
　
ビ

　
　
　
　
呑

　
　
　
、
㎏

　
　
　
　
　
ー
で
開
か
れ
、
四

十
八
人
の
婦
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。　

研
修
会
の
中
で
は
、
六
人
の

方
が
、
母
子
関
係
な
ど
の
研
修

会
に
参
加
し
た
体
験
を
基
に
、

貴
重
な
発
表
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
通
り
山
の
島
田
ト
ヨ
さ
ん
は

「
夫
婦
が
仲
良
く
幸
せ
な
家
庭

を
作
る
こ
と
が
、
よ
り
よ
い
社

会
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
。
結

婚
生
活
も
、
三
年
、
五
年
と
た

つ
内
に
、
ア
ク
ビ
の
出
る
仲
に

な
っ
て
し
ま
う
。
こ
う
い
う
時

は
、
熱
く
燃
え
合
っ
た
初
心
に

返
る
必
要
が
あ
る
。
う
ま
く
い

っ
て
い
る
夫
婦
は
、
健
康
管
理

が
う
ま
く
い
っ
て
い
て
、
家
計

の
や
り
く
り
も
上
手
で
あ
る
。
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
田
村
和
子
さ
ん
は
、

父
親
の
果
す
役
割
の
重
要
性
と

地
域
ぐ
る
み
で
の
青
少
年
非
行

防
止
に
つ
い
て
、
渡
辺
房
江
さ

ん
は
、
子
ど
も
の
年
齢
に
応
じ

た
親
の
接
し
方
を
。
滝
沢
ノ
ブ

さ
ん
は
、
高
齢
化
社
会
に
お
け

る
歯
の
た
い
せ
つ
さ
を
。

樋
ロ
ヒ
サ
さ
ん
は
、
最
近
の
子

ど
も
が
、
こ
ろ
ん
だ
と
き
頭
を

ケ
ガ
す
る
原
因
と
し
て
、
歩
行

器
の
普
及
に
よ
る
「
は
う
」
こ

と
の
減
少
と
、
危
険
な
遊
び
な

ど
を
禁
じ
て
し
ま
う
こ
と
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
と
話
さ
れ
ま
し

た
。
ど
の
発
表
も
、
研
修
会
等

で
得
た
知
識
を
自
分
の
も
の
と

し
説
得
力
が
あ
り
ま
し
た
。

　
母
子
愛
育
会
で
は
、
子
ど
も

を
母
乳
で
育
て
よ
う
と
運
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
母
乳
は
、
子

ど
も
に
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力

を
与
え
る
と
共
に
、
親
子
の
ス

キ
ン
シ
ッ
プ
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。報告に熱心に耳を傾ける



ー
ヘ
霞
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固
定
資
産
税
台
帳
の

縦
覧

　
三
月
一
日
～
三
月
二
十
一
日

ま
で
、
固
定
資
産
税
台
帳
の
縦

の
縦
覧
を
行
い
ま
す
の
で
、
希

望
者
は
、
役
場
税
務
課
ま
で
お

い
で
く
だ
さ
い
。

　
医
療
費
の
お
知
ら
せ

　
あ
な
た
の
ご
家
庭
チ
＼
昨
年

十
月
、
十
一
月
、
十
二
月
に
病

気
や
負
傷
の
た
め
、
国
民
健
康

保
険
で
治
療
を
受
け
ら
れ
た
際

の
、
医
療
費
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

（
老
人
保
健
法
の
対
象
者
に
つ

い
て
は
、
七
、
八
、
九
月
に
か

か
っ
た
分
）

こ
の
お
知
ら
せ
は
、
医
療
費
の

実
際
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
皆

さ
ん
が
健
康
の
た
い
せ
つ
さ
を

認
識
し
国
民
健
康
保
険
事
業
が

よ
り
健
全
に
発
展
す
る
よ
う
、

ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
に
、

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

芋
　
沢

　
　
　
　
　
政
　
司

保
　
坂
　
　
　
　
さ
ん

　
　
　
　
　
美
佐
枝

　
「
十
日
町
で
の
五
ヵ
月
間
の

ア
パ
ー
ト
生
活
が
一
番
”
新
婚

生
活
”
と
い
う
気
分
で
し
た
ね
一

と
話
す
二
人
。
二
人
は
、
知
り

合
い
の
喫
茶
店
で
出
会
い
交
際

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い

ま
す
。

　
第
一
印
象
は
「
明
る
く
て
と

て
も
話
し
や
す
か
っ
た
一
と
美

佐
枝
さ
ん
。
「
ち
ょ
っ
ぴ
り
太
目

だ
け
ど
可
愛
い
い
と
思
っ
た
。
」

と
政
司
さ
ん
。
結
婚
を
し
よ
う

と
思
っ
た
の
は
「
こ
ま
め
に
俺

の
こ
と
を
心
配
し
て
く
れ
る
ん

で
す
よ
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
ひ

か
れ
ま
し
た
。
」
と
政
司
さ
ん
、

「
わ
た
し
の
こ
と
に
何
で
も
一

生
け
ん
め
い
に
な
っ
て
く
れ
て

相
談
相
手
に
な
っ
て
く
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。
」
と
美
佐
枝
さ
ん
。

ケ
ン
カ
は
「
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で

す
。
酒
を
飲
ん
で
遅
く
な
る
時

電
話
を
か
け
て
く
れ
な
い
ん
で

す
よ
…
…
一
こ
ん
な
二
人
は
、

目
下
二
人
だ
け
の
新
居
で
甘
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

い
新
婚
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
＼
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
＼

　ジン焼き　NH　Kで放送
　一家が丈夫になるようにと、20日正

月に行われていたジン焼き（頭のジン

コウ）の模様が、白羽毛の樋口倶吉さ

ん宅で録画撮りされ、NHKで放送さ

れました。ジン焼きは、もぐさを丸め

たのに火をつけて、家族中の頭の上に

上げて回る昔からの習わしです。

偲
お
や
ん
元
気
だ
よ

　
「
母
ち
ゃ
ん
元
気
か
ー
。
雪

は
な
じ
ょ
だ
一
　
毎
年
村
内
か

ら
三
百
人
～
四
百
人
は
、
愛
す

る
家
族
と
分
か
れ
て
出
稼
ぎ
に

行
っ
て
い
ま
す
。
新
幹
線
、
電

話
な
ど
交
通
、
通
信
網
の
発
達

で
、
出
稼
も
昔
ほ
ど
暗
い
イ
メ

放送を熱心に見る近所の人たち

ー
ジ
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
二
月
十
九
日
、
年
に
一
度
の

出
稼
者
の
集
ま
り
で
あ
る
現
地

懇
談
会
が
開
か
れ
、
村
か
ら
は

村
長
を
は
じ
め
農
業
委
員
会
長

等
が
出
席
し
ま
し
た
。
会
の
は

じ
め
に
村
長
か
ら
、
清
津
峡
温

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐡
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
居
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
鵬

　
　
　
　
　
　
　
　
藍
雪

泉
雪
崩
災
害
の
状
況
と
、
今
年

の
村
の
主
事
業
に
つ
い
て
話
さ

れ
ま
し
た
。
次
い
で
、
県
の
出

稼
相
談
員
で
あ
る
出
口
氏
が
、

「
新
潟
の
人
は
、
良
く
働
い
て

く
れ
る
と
事
業
主
の
評
価
も
高

い
。
ど
う
ぞ
、
健
康
に
注
意
さ

れ
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
一

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　
懇
親
会
の
席
で
は
、
出
稼
仲

間
同
志
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜

び
、
故
郷
や
仕
事
先
の
話
に
花

を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
出
稼

ぎ
で
一
番
心
配
な
こ
と
は
と
聞

き
ま
す
と
「
女
房
｝
人
な
ん
で

す
よ
。
雪
が
一
番
心
配
で
す
ね
一

「
家
族
の
健
康
だ
ね
一
と
、
話

し
て
く
れ
「
ほ
ん
と
う
に
雪
掘

り
ご
苦
労
さ
ん
」
と
言
い
た
い

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こっけのことははじめてど一

　　長い雪穴の向こうに家

　堀之内の徳井祥市さんの家では、玄

関から道路までを毎朝スノーダンプで

除雪していたところ、2月10日ころの
新雪と両側の雪壁の上部がわん曲して

つながり、長さ約20メートルのトンネ

ルになり、近所の話題を集め、見物者

も次々と現われました。

父ちゃんも帰って大にぎわい

　雪上運動会の元祖といわれている清

田山集落の第22回雪上運動会が、3月

3日に行われました。この運動会は、

清田山分校の生徒たちを含めた集落ぐ

るみでやっています。中には、出稼先

から帰ってきた父ちゃんもいて、笑い

と歓声が山々に響きました。

　
　
　
　
　
袋

　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
　
　
、
8

　
　
　
‘

　
　
　
く
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先
物
取
引
に
ご
注
意
を

　
自
宅
や
職
場
に
電
話
が
か
か

り
「
大
豆
が
値
下
り
し
て
い
る

今
が
買
う
チ
ャ
ン
ス
だ
」
　
「
絶

対
に
儲
か
る
か
ら
」
な
ど
と
巧

み
に
誘
わ
れ
て
知
識
の
な
い
ま

ま
に
強
引
に
契
約
さ
せ
ら
れ
、

あ
と
で
大
金
を
ま
き
上
げ
ら
れ

た
。
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
と

を
た
ち
ま
せ
ん
。

　
一
般
の
人
た
ち
は
、
こ
う
し

た
取
引
に
手
を
出
さ
な
い
の
が

賢
明
で
す
。
ま
た
、
取
引
を
強

引
に
誘
わ
れ
て
も
、
取
引
を
す

る
意
志
の
な
い
場
合
は
、
あ
い

ま
い
な
返
事
は
や
め
て
、
は
っ

き
り
断
わ
り
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
、
こ
う
し
た
取
引
に
手

を
出
し
て
困
っ
て
い
る
人
が
い

ま
し
た
ら
、
六
日
町
消
費
者
セ

ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

台
（
望
毫
）
七
二
－
七
九
五
五

表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
。
を

　
　
　
　
　
ら
　
　
す
認

　
　
　
　
　
　
　
o
　
ま
確

　
　
　
　
　
た
い
　
り
で

　
　
　
　
　
し
さ
　
あ
課

定
　
　
　
　
　
ま
だ
が
当

　
　
　
　
　
り
く
　
と
担

　
　
　
　
　
あ
を
こ
は

　
　
　
　
　
書
　
　
　
る
際

　
　
　
　
　
力
絡
す
の

予
　
　
　
　
　
ど
連
更
用

　
　
　
　
　
な
　
。
　
変
御

　
　
　
　
　
事
す
　
※
．

　
　
　
　
　
か
行
ま

事
　
　
　
　
　
い
き

　
　
　
　
　
ろ
だ
行

　
　
　
　
　
し
に

　
　
　
　
　
も
材

行
．
．

ル壱樋つτ快走
　
ス
キ
ー
大
会
を
通

し
て
、
村
民
同
志
の

親
睦
と
ス
キ
ー
技
術

の
向
上
を
図
ろ
う
と

去
る
三
月
四
日
、
八

箇
ス
キ
ー
場
で
村
民

ス
キ
ー
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
に
は
、
チ

ビ
ッ
子
選
手
を
中
心

　　　　　　幽凝雛漂
さあ一飛ばすぞ雪煙をあげて

に
四
十
人
が
参
加
し
、
巧
み

に
ポ
ー
ル
を
く
ぐ
り
抜
け
ま
し

た
。
こ
う
し
た
大
会
に
親
子
で

気
軽
に
参
加
し
、
ふ
れ
あ
い
の

場
と
し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

　
成
　
績

★
小
学
生
低
学
年
（
男
子
）

　
一
位
樋
口
毅
田
沢
小

　
（
女
子
）

　
一
位
林
実
和
子
田
沢
小

　
二
位
　
樋
口
祐
佳
　
田
沢
小

★
小
学
生
高
学
年
（
男
子
）

　
一
位
　
島
田
博
樹
　
倉
俣
小

　
二
位
　
岡
村
充
由
　
田
沢
小

　
三
位
　
小
林
　
司
　
田
沢
小

★
中
学
生
（
男
子
）

　
一
位
　
島
田
博
春
　
倉
俣
中

★
一
般
（
男
子
）

　
一
位
山
本
勝
利
通
り
山

　
二
位
　
山
本
勝
久
　
小
　
出

　
三
位
　
岡
村
憲
次
　
通
り
山

も控
」

熱
養
蚕
篭

醸
　
　
　
　
　
切
り
を
つ
け
て

　
　
　
　
　
シ
イ
タ
ケ
栽
培
を

　
　
　
　
　
は
じ
め
た
市
之
越

　
　
　
　
　
の
富
井
さ
ん
。
富

井
さ
ん
は
、
水
田
二
・
六
診
と

シ
イ
タ
ケ
栽
培
を
軌
道
に
乗
せ

る
た
め
に
、
目
下
ホ
ダ
木
の
駒

（
植
菌
）
打
ち
に
余
念
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　
養
蚕
に
見
切
り
を
つ
け
た
の

は
「
養
蚕
組
合
方
式
で
は
、
収

益
を
上
げ
る
の
が
難
し
い
こ
と

と
、
出
稼
ぎ
を
し
な
く
て
も
よ

い
農
業
経
営
を
確
立
し
た
か
っ

た
か
ら
で
す
一
迷
い
は
あ
り
ま

市
之
越

富
　
井
　
弘
　
明
さ
ん

　
せ
ん
で
し
た
か
。
「
も
う
四
十
歳

　
で
し
ょ
う
。
失
敗
は
許
せ
な
い

　
ん
で
す
よ
、
随
分
投
資
も
し
た

　
し
後
に
は
引
け
ま
せ
ん
θ
ホ
ダ

　
木
の
本
数
は
「
毎
年
七
千
本
づ

　
つ
新
し
い
ホ
ダ
木
を
入
れ
る
つ

　
も
り
で
す
。
そ
う
し
ま
す
と
約

　
二
万
本
の
ホ
ダ
木
か
ら
収
穫
が

　
で
き
る
と
思
い
ま
す
θ
こ
れ
か

　
ら
の
農
業
は
「
村
内
で
水
田
だ

　
け
で
暮
ら
し
て
い
け
る
の
は
五

　
軒
と
な
い
と
思
い
ま
す
。
水
田

　
に
プ
ラ
ス
し
た
複
合
経
営
を
考

　
え
て
い
か
な
け
れ
ば
’
村
に
要

　
望
は
「
補
助
を
し
て
や
れ
ば
そ

　
れ
で
い
い
と
い
う
の
で
は
な
く

　
親
身
に
な
っ
て
農
家
の
相
談
相

　
手
に
な
っ
て
く
れ
る
体
制
が
ほ

　
し
い
一
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

11（日） 休日救急医（津南病院　65－3161）

15（木） 高齢者講座閉講式（総合センター10：00～〉

16㈹
心配こと相談日（老人福祉センター
13：00～16：00）

妊婦検診・母親学級　10ぺ一ジ参照

18（日）

休日救急医（第2藤巻医院　68－2018）

商工会講演会（手づくりのマチづくり
商工会館　13：00～16：00）

家庭教育講座（情報化杜会と家庭教育
13：30～）

19（月）

転作説明会（高道山集落センター9：30～
12：00　高道山地区）　（貝野多目的研修
センター13：307－16：00　貝野地区）

20（幻

春分の日

休日救急医（富田医院　52－3269）
中里物産展（総合センター前　10：00～
16：00）（キノコ、ウド、ササダンゴ、コ

イ、ヤマメ、イワナいろいろあります）

21㈱

献血（保健センター前10：00～15：00）

転作説明会（小出生活改善センター9：30
～12：00清津峡地区）　（多目的研修施設
13：30～16：00　田沢南地区）

22（湘

転作説明会（倉俣生活改善センター9：30
～12：00倉俣地区）　（多目的研修施設
13：30～16：00田沢北地区）

23團

心配ごと相談目（老人福祉センター
13：00～16：00）

軽油免税証の交付（役場議場10：00～16：00）

25（日）

休目救急医（中条病院　57－3018）
第5回村内学童親善クロスカントリー大
会兼村民スキー大会市之越10：00開会式

30働
心配こと行政相談日（老人福祉センター
13：00～16：00）

1（日） 休日救急医（上村病院　63－2111）

5（木）

ポリオ生ワクチン（保健センター14：00
～15：30　村内全域）

入所式（中里保育所9＝00～
南保育所10：00～）

6㈹

心配ごと相談日（老人福祉センター
13：00～16：00）

入所式（児童館10：00～）

8（日） 休日救急医（津南病院　65－3161）

9（月） 僻地保育所入所式（貝野保育所9：00～
倉俣保育所10：00～清津峡保育所10：00～）

10（火） ポリオ生ワクチン（保健センター
14：00～15：30　村内全域）

④
奪
＠
・
⑱

＊
お
め
で
た
＊

桃
　
子
（
田
中
和
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）
干
　
溝

直
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（
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羽
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児
（
鈴
木
正
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）
角
　
間

裕
　
美
（
中
嶋
　
睦
）
本
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敷

恵
　
梨
（
吉
楽
一
彦
）
宮
中

由
香
里
（
山
田
廣
一
）
田
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聖
　
子
（
山
本
友
治
）
小
　
出

＊
お
く
や
み
＊

根桑桑桑桑桑吉高
津原原原原原楽橋

タ久ハ　　栄信マ
ツ丸ル健亨美正ツ

富
井
チ
ャ
ウ

桑
原
タ
カ
ノ

柳
　
　
マ
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仁
介
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芋小小小小小上倉

川出出出出出山俣

市
之
越

東
田
尻

本
屋
敷

宮
　
中

雷
崩
発
生
に
ご
注
意
を

　
　
　
／
　
　
　
　
　
　
‘

　
三
月
に
込
り
、
気
温
が
上
が

っ
て
き
ま
す
ど
更
に
雪
崩
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
危
険

と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
り
ま
し

た
ら
豪
雪
災
害
対
策
本
部
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
（
台
六
三
－
二
五
一
一
）


